
１．施設の概要
(1)介護保険法
　・認知症対応型共同生活介護
　・介護予防認知症対応型共同生活介護

　
　利用定員　各ユニット9名（合計18名）　　　　　　　　　　

2.　施設管理など
(1)職員配置

　　　　　　　　　　　　
（2）運営推進会議 第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回

5月9日 7月11日 9月12日 11月21日 1月17日 3月27日

1 1 1 1 1 1
1 1 1 1 1 0
0 0 0 0 0 0
1 1 1 1 1 1

自治会長 0 1 0 1 1 0
1 1 1 1 1 1
1 1 0 1 1 1
2 2 2 2 2 2

（3）消防訓練
日付 訓練内容

通報・消火・避難訓練(日中想定）
通報・消火・避難訓練(日中想定）

3.利用の状況
（１）　日課　

7:00
7:20
7:45
8:50
10:00
11:30
12:00
14:00
15:00
15:30
17:00
17:30
19:00
20:00

平成31年3月現在（単位：人）

平成30年5月19日
平成31年3月26日

利用者家族
介護保険課職員
地域包括支援センター職員

民生委員
地域住民（知見を有する）
事業所職員

1

3人以上

1

（各ユニット）
管理者

計画作成担当者

介護職員（日中）

介護職員（夜間）

利用者

平成30年度　グループホームネバーランド　事業報告書

基準数
1

日中利用者3人に
対して1名配置

1

1

参加者

現員
1

リハビリ訓練
夕食準備・口腔体操

夕食

起床・洗顔・着替等
朝食準備

朝食
ラジオ体操・体温、血圧測定

レクリエーション・余暇時間・入浴
昼食準備・口腔体操

（単位：人）

着替え
消灯

昼食
ラジオ体操・入浴・レクリエーション

喫茶・おやつ
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年　　齢 男　性 女　性 合　計 男　性 女　性 全　体
７０～７４歳 1 0 0 平均年齢 83.5 84.6 84.05
７５～７９歳 1 1 2 最高年齢 93 93 93
８０～８４歳 1 6 7 最低年齢 71 78 74.5
８５～８９歳 1 2 3
９０～９４歳 2 2 4
合　　　計 6 11 17

4.要介護度別入居者数
要介護度 割合
要支援２ 12%
要介護１ 24%
要介護２ 47%
要介護３ 6%
要介護４ 12% ※平均要介護度
要介護５ 0% 平成30年度
合　　　計 100%

５．認知症高齢者の日常生活自立度

ランク 合計

Ⅰ 0

Ⅱa 3

Ⅱb 6

Ⅲa 4

Ⅲb 2

Ⅳ 2

M 0

17合　　　　　　　　　　計

著しい精神症状や問題行動あるいは、重篤な身体疾患が見られ
専門医療を要する。

日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さ
が頻繁に見られ、常に介護を必要とする。

夜間を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や
意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要とする。

家庭外で、日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通
の困難さが見られても、誰かが注意していれば自立できる。

8

2

17

日中を中心として、日常生活に支障を来たすような症状・行動や
意思疎通の困難さが時々見られ、介護を必要とする。

（2）年齢別・性別入居者数　　            　（単位：人）

全体

（3）平均年齢及び最高年齢・最低年齢（単位：歳）

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

2019年3月31日現在

家庭内でも上記Ⅱの状態が見られる。

0

4
2

1

2.06（要支援2　2人）

何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほ
ぼ自立している。

判定基準

（単位：人）2019年3月31日現在

2

4

8

1 2

0
0

2

4

6

8

10

要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

要介護度別入居者数人数（人）
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6.行事及び内容

①地域交流行事 ②施設内行事他

行事

船津小学校運動会

トライやる（豊富中・神南中）

菩提樹祭り

瑞岡地区夏祭り

賢明女子学院奉仕作業

船津こども園運動会

屋台見学

賢明女子学院奉仕作業

③施設外行事（外出）

行事

お花見弁当外出

加西フラワーセンター

喫茶外出

昼食外食

そうめんの里

昼食外食

かつ飯外食

御座候

ぶどう狩り

喫茶外出

紅葉ドライブ・昼食外食

ラーメン八角

喫茶外出

7．目標達成率

目標

17.6名／日

11月22日

9月6日 2月19日 木育キャラバン

9月18日

7月17日 12月24日 チョコカスタードパフェ

達成率   95.8%
17.2名／日

※月末

（誕生会）

日付

3月24日 ごぼう先生

8. 実績結果に対する考察

7月23日 12月28日 苔球作り

6月28日

 平成30年度の1日平均利用者数の実績は,17.2名と目標（17.6名）より0.4名少ない結果となった。同法人へ
の他サービスへ移行された方が3名おられ、その際空床期間が最長で22日間（平均空床期間19.5日）あっ
た。また、入院件数が6件（誤嚥性肺炎3名、心不全1名、その他2名）あったことが稼働率低下の要因として
あげられる。現在は待機者数も増加しているので、空床期間を2週間以内にし稼働率上昇に努める。
（平成30年度　入居者数：3名、退去者数：4名）
（平成30年度　退去者内訳　当法人特別養護老人ホーム、UT型特養：3名、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　退院の見込みなく退去→介護老人保険施設：1名）

12月4日 ※第4水曜日

12月7日 （訪問美容）

平均入居者数
結果

12月12日 鍋パーティー

7月2日 12月20日 クリスマス会

5月22日 11月15日 わんにゃんサークル

5月31日 11月25日 たこ焼き作り

4月7日 10月31日 さつまいもケーキ作り

4月16日 11月6日 さつまいもご飯作り

9月29日 8月22日 花火大会

10月6日 8月29日

12月26日

たこ焼き作り

敬老会

10月25日 大学いも作り

10月27日 ネバーランド祭り

10月8日 フルーチェ作り

6月15日 7月27日 プリンアラモード作り

9月26日

7月16日 8月8日 フルーツポンチ作り

7月24日 8月20日 カキ氷作り

日付 日付 行事

5月26日 4月26日 ベビーカステラ作り

5月28日～6月1日 5月5日～6日 菖蒲湯
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9.　平成30年度事業計画に対する結果と考察

○認知症状に対する対応
入居者及び家族に意向を伺いながらサービス計画書を作成し毎月の会議にて職員間で各入居
者の支援方法や様々な課題について話し合う事で統一したケアを実現する事ができた。
外部研修や法人内の認知症や救急講習等の研修には積極的に参加する事が出来た。しかし研
修に参加し学んだ事をフィードバックする機会や部署内の会議において独自の研修を行う機会
が少なかった事が今後の課題である。今後は、外部研修に参加した職員が部署内会議において
発表する場を設け、新しい知識や技術の共有と外部研修に参加した職員の研修で学んだ事を再
確認する事により、スキルアップに繋げたい。

○余暇活動の充実について
平成30年度は外出行事に力を入れ、毎月1回は必ず外出する様に心がけた。しかし、冬季は感
染症の羅患が危惧されるので外出を控え代わりに、カスタードパフェ作りや焼き芋等の季節にち
なんだおやつ作りや入居者に馴染みのあるおやつ作りを積極的に行う事により余暇生活の充実
に努めた。入居者からは味付けや作り方にアドバイスがあり、生き生きとした表情が見られた。今
後も一年間を通して花見・ぶどう狩り・クリスマス会等季節に応じた外出、施設内行事を計画し入
居者の余暇生活の充実に努めたい。また、楽笑カフェ（認知症カフェ）や、自治会主催の行事に
参加する事により入居後も家族や地域との繋がりを支援した。自治会行事では地域の顔なじみの
方に会え、話しができたり、小学校行事に参加した際には、ひ孫さんの成長に感動され生き生きと
した表情が見られた。

○家族との連携について
面会時には日々の生活の様子をお伝えするとともに、行事や誕生日会の写真を見ていただくこと
により、生活の雰囲気を感じていただけるように努めた。家族から「母がネバーランドでお世話に
なり表情もよくなり、私と外出しても落ち着いて一緒に行動できるようになりました。」とのお言葉を
頂いた。今後の課題は、長期入居者に対し入居時に聞き取りを行っているサービス提供確認表
や終末期についての意向調査を行っていないことが上げられる。開設３年を迎えるにあたり入居
者のＡＤＬや介護度に変化がある為、長期入居者（入居１年以上）に対し年に１回再調査を行い、
入居者と家族の意向に応じたサービスの提供に努めたい。
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